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第３０回中日理論言語学研究会シンポジウム： 

「方言データから垣間見る言語の変化」 

山西方言から北京語へ 
―継続相を中心に― 

問題提起と提案 

 “継続相(durative)”は、ある事態が未完了の状態に置かれているこ
とを表す統語範疇である。この範疇は、事態のタイプによってさらに
２つに分類される。 

 動作の継続：進行 

 状態の継続：持続 

 

 持続マーカー：ZHEは２つの位置に現れうる。 

 ZHE1----動詞に後続する。 

 ZHE2----目的語名詞句に後続する。 

 

 ヒント：２つのLEからの連想----刘勋宁(1985, 1988, 1990)  

 LE1(実現)-----動詞に後続する。 

 LE2(モーダル)-----目的語名詞句に後続する。 2 

 平遥方言：分業型 

 ZHE1は持続を担い、ZHE2は進行を担う。 

 

(1) a.  u23 tia13 ti54 xu13 ts23 tsu54   -ti54   tŋ13   li23.   

           兀       家     的      房     子       着        ZHE1    灯      SFP 

      b. *u23 tia13 ti54 xu13 ts23 tsu54 tŋ13   -ti54    li23. 

         兀      家     的      房       子       着        灯    ZHE2    SFP 

      ‘彼の家には電気が付いている。’ 

(2) a.    u23 tia13   t32    xuaŋ35   -ti54     li23.      

            兀       家       吃          饭        ZHE2     SFP 

      b. *u23 tia13 (t35)  t32   -ti54     xuaŋ35    li23  

            兀      家        正   吃       ZHE1     饭         SFP 

    ‘彼はご飯を食べている。’  

 

 趙城方言：混用型  

    ZHE1もZHE2もそれぞれ持続と進行を担っている。 

 3 

(3) a. na21 tɕia21   k21 -t     mn-24   (li)    

          他       家       开      ZHE1     门  儿      SFP 

      b. na21 tɕia21   k21 mn-24    -t       *(li)  (注意喚起)  

          他      家     开      门儿          ZHE2    SFP 

    ‘彼の家はドアが開いている。’ 

(4) a. na21 tn24  t21  -t   fan53    (li)  

          他     正       吃      ZHE1    饭       SFP 

      b. na21  tn24  t21  fan53  -t        li  (注意喚起) 

          他      正       吃     饭     ZHE2   SFP 

    ‘彼はご飯を食べている。’ 

 

 霍州方言：ZHE2偏重型 

  ZHE2は持続も進行も担うが、ZHE1はどちらも担わない。 

 

(5)  a.  t‘33 tu212 33 tiaŋ33     tŋ212     -t       lie. 

       他    住     舍     点        灯        ZHE2   SFP 
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 b. *t‘33 tu212 33 tiaŋ33    -t      tŋ212    lie. 

           他     住     舍    点       ZHE1    灯       SFP 

    ‘彼の家は電気が付いている。’ 

(6) a.    t‘33   t‘212  faŋ53       -t            lie. 

            他      吃       饭        ZHE2    SFP 

      b. *t‘33   t‘212     -t          faŋ53    lie. 

            他      吃        ZHE1    饭      SFP  

       ‘彼はご飯を食べている。’ 

 

 北京话：ZHE1偏重型 

  ZHE1は持続と進行を担い、ZHE2はどちらも担わない。 

 

(7) a.   ta55  tia55   tian214    -t      t55   n   

       他    家        点        ZHE1   灯      SFP 

   b.  *ta55  tia55   tian214    t55     -t       n   

        他      家       点         灯        ZHE2  SFP 

     ‘彼の家は電気が付いている。’ 
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(8) a.     ta55  t51  t55     -t       fan51    n      

             他      正       吃       ZHE1    饭       SFP 

      b.  *ta55  t51  t55      fan51    -t        n      

             他      正       吃         饭      ZHE2   SFP 

         ‘彼はご飯を食べている。’ 

 

 問題： 
 進行と持続はなぜ２つのZHEによって担われるのか。 

 平遙方言では、ZHE1は持続を担い、ZHE2は進行を担う。 
 趙城方言では、ZHE1もZHE2もそれぞれ持続と進行を担う。 
 持続と進行は、霍州方言ではZHE2のみ、北京方言ではZHE1のみによ
って担われている。 

 提案： 

    方言におけるZHE1とZHE2の役割分担の違いは、ZHEの文法化によって引
き起こされた現象である。 
 語彙的意味によって束縛されるZHEのジレンマ： 
  a. 語彙的意味：[+自主]と[-自主] 
  b. 文法的機能：[進行]と[持続] 
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 語彙的束縛から解放されたZHEの一連の変化： 

   a. 「進行」と「持続」の混用 

   b. 混用を避けるためのモーダル化（異化） 

  

 ZHEの文法化の四段階： 
 平遙方言： 

 語彙的束縛によって「進行」と「持続」の対立がある。 

 霍州方言：                               

 語彙的束縛の解消とともに「進行」と「持続」の対立が消える。 

 趙城方言： 

 「進行」と「持続」の混用により、ZHE2に新機能が誕生する。 

 北京方言：                               

 ZHE2のモーダル機能が確立すると、そのアスペクト機能が消える。 
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梅祖麟(1988):漢代音の再建 

[drjak]        [trjak] 
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根拠1：２つのZHEにおける語彙的相違
：[±自主性] 

 移動動詞(付着を表す)： 
 ZHE1とZHE2は自主性(agentivity)の対立がある。 

 a. ZHE1:対象物の付着→存在 

 b. ZHE2:動作者の付着→到達  

 

 Cf. 日本語の/tsuku/ ‘つく’は曖昧。 

 a. しみがついた。  対象物の付着 

 b. 電車がついた。  動作者の付着 
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 現象1：ZHE1の基本機能：“対象物の付着＝存在”。 

(9) a.  tsu3-t   s55  k3     -t       i3  k   v213                  <武郷> 

           桌       子  上     搁      ZHE1  一     个   碗 

      b.  tsu32 ts45-x35 xu13 -ti54  i32 ua53 suei53 li23.                <平遥>  

           桌        子       上    放    ZHE1   一     碗      水     SFP 

  c. tsuo51     li33  -ti/?-t  u11     (li).  (t:北京腔)    <蒲県> 

           桌   儿  上  撂       ZHE1     碗  儿     哩 

   ‘机には茶碗/水が置いてある。’ 

 

 現象２：ZHE2の基本機能：“動作者の付着＝到達” 

     <到達>の意味を持つZHEは、晋方言はに見られるが、中原官話には見ら
れない。 

(10)  a. ta113 p213    -t         ta55   maŋ33  ku l 33   li.              <武郷> 

             他    跑       ZHE2   大     门        口儿       SFP 

         b. u23 tia13 p53   -ti54   ta35   mŋ13   ku53  ʐ23  la31.        <平遥> 

             兀      家      跑     ZHE2  大     门        口    儿       SFP 

    ‘彼は玄関まで走った。’ 
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   c. ta11  pau11  -ti /*-t     na    la?        <蒲県(古代用法の名残)> 

          他    跑     ZHE2         哪儿     SFP 

   ‘彼はどこまで走ったか。’ 

 

武郷方言には「V-ZHE2」で<到達>を表す例が見られる。 

(11) a.  ta113   k42    li.    彼は行った。 

            他       去         SFP 

        b.  ta113   k42   -t         li.     彼は着いた。 

   他       去        ZHE2  SFP 

(12) a.  ta113   l33   li.   彼は来た。  

         他       来    SFP    

        b.  ta113   l33    -t         li.  彼は着いた。 

            他       来    ZHE2    SFP 

 

Cf. 古代漢語のZHEには<到達>の意味がある。 

     (i)  ≪雨中寄東溪韋處士≫ (《全唐詩：王建》 p.3431) 

 雨中溪破無干地，浸著床頭濕著書。 

 一個月來山水隔，不知茅屋若為居。  

 

11 

‘雨中河が氾濫し、到るところが水浸しになり、ベッドまで浸水し、本まで 

濡れた。一ヶ月ご無沙汰しているが、あのあばら家はまだ住めるのだろうか。’  

(ii) 既那般呵，前不著村，后不著店也。《旧本老乞大》(8/3b3-4) 

     ‘それなら、前に進んでも村に着かず、後ろへ後退しても店に着かないこと 

      だ。’ 

 

 現象３：ZHE2が目的語に後続して，動作者の移動方法を表す。 

(13)  a. nz213 (k42) xaŋ213 tiu213   -t       va.   <武郷> 

             你        去       荷        酒        ZHE2  SFP 

    b. n 53-n  (ty35)  xei13 tiu53   -ti54.   <平遥> 

             你          去       荷     酒         ZHE2 

   ‘君はお酒を取りにいってください。’ 

 

Cf. 北京方言の“去(行く)” 
      “去1”：対象物の移動、“去2”：動作者の移動。 

(i) a.  tʂa55-san55 [ti51 pau55-kuo214]  ty51   l.  

          张三            寄      包裹             去2     了    

         ‘張三は荷物を郵送しに行った。’  <解釈：張三が行った> 
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      b. tʂa55-san55 [ti51-ty51] -l  i35-k  pau55kuo214.     

    张三             寄去1         了  一个    包裹   

    ‘張三は荷物を送って行った。’ <解釈：荷物が行った> 

(ii) a. tʂa55-san55 [xui35  tia55]    ty51   l.      

           张三           回        家        去2     了 

         ‘張三は家に帰って行った。’ <解釈：張三が行った>         

      b. *tʂa55-san55 [xui35-ty51] -l  tia55.   

   张三            回去1           了   家   

      ‘張三は家に帰って行った。’   *<解釈：家が行った> 
 

   統語構造におけるZHE1とZHE2の位置 

                            モーダル句 

 

                方向句                      モーダル       

 

                        動詞句                      方向 

                                                                         

        V-存在                      名詞句 
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ZHE2  

ZHE1  

根拠2：自主性対立によるアスペクトの
対立 

 空間から時間への文法化 

 ZHE2とZHE1には、それぞれ空間範疇から時間範疇への変化が起こっ
ているが、自主性の対立が保持されている。 

 ZHE1：対象物の付着から状態の付着へ、即ち状態持続。 

 ZHE2：動作者の付着から動作の付着へ、即ち動作進行。 

 

 平遥方言 cf. (1)-(2) 

     ZHE1は持続を担い、ZHE2は進行を担う。 

(1) a.  u23 tia13 ti54 xu13 ts23 tsu54   -ti54     tŋ13   li23.   

           兀       家     的      房     子       着        ZHE1      灯      SFP 

      b. *u23 tia13 ti54 xu13 ts23 tsu54 tŋ13   -ti54    li23. 

         兀      家     的      房       子     着     灯       ZHE2    SFP 

    ‘彼の家には電気が付いている。’ 
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15 

 
 

(2) a. u23 tia13   t32    xuaŋ35    -ti54    li23.      

          兀      家       吃           饭        ZHE2    SFP 

      b. *u23 tia13 (t35)  t32    -ti54     xuaŋ35    li23  

            兀      家        正   吃        ZHE1     饭           SFP 

    ‘彼はご飯を食べている。’ 

 

 武郷方言 
     ZHE1は<持续>を担うが，<进行>を担わない。 ZHE2はアスペクト機能を持
たない。 

 

(14) a.   ta113 tia113 k113  -t       maŋ33  t    l ‘彼の家はドアが開いている。’ 

      他   家    开   ZHE1   门       子   SFP 

 b.  ta113 tsaŋ55 ts3  (*-t)       f55     l  ‘彼はご飯を食べている。’ 

      他      正       吃      ZHE1   饭        SFP  

(15) a. *ta113 tia113 k113 maŋ33  t     -t        l ‘(14a)と同様。’    

       他     家      开       门     子   ZHE2  SFP 

 b.   ta113 tsaŋ55 ts3 f55    (*-t)      l  ‘(14b)と同様。’ 

       他     正      吃     饭       ZHE2   SFP 

 機能の変化：空間から時間へ 

                                                   モーダル句 

 

                                   方向句                     モーダル       

 

                     動詞句                       方向 

  

      V-存在                      名詞句 

 

 

                         モーダル句 

 

                                  アスペクト句                    モーダル       

 

                     動詞句                        進行 

  

      V-持続                      名詞句 
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ZHE2  

ZHE1  

ZHE1  

ZHE2  

根拠3：自主性対立の消失によるアスペ
クト対立の消失 

 ZHE2偏重型：霍州方言 
    ZHE1とZHE2は空間範疇において対立がないので、時間範疇におい
ても対立が見られない。 

 

(16)  a. ?ʦu212 ʦɿ    33   fɔ55   -t        uaŋ33      lie.  

               桌      子  上     放    ZHE1   碗      SFP 

         b.  uaŋ33    ʦai53   ʦu212 ʦɿ     33   fɔ55   -t        lie.    

  碗       在        桌      子   上    放    ZHE    SFP 

  ‘机の上には茶碗が置いてある。’ 

17 

(17)  a. *t‘33     ty55     hɔ33    uaŋ33    -t     lie.  

               他      去         荷      碗         ZHE2  SFP   

         b.  t‘33     ty55     hɔ33     uaŋ33        ti     -ja.  

        他   去    荷         碗     去   SFP 

  ‘彼は茶碗を取りに行く。’ 

 

(18)  a. *t‘33 tu212 33 tɕiaŋ33    -t          tŋ212    lie. 

               他    住     舍     点      ZHE1   灯        SFP  

         b.  t‘33 tu212 33 tɕiaŋ33     tŋ212   -t            lie. 

  他    住     舍     点        灯      ZHE2    SFP 

    ‘彼の家は電気がついている。’ 

 

(19)  a. *t‘33   t‘212    -t      faŋ53    lie. 

              他      吃        ZHE1  饭      SFP   

         b.  t‘33   t‘212  faŋ53    -t        lie. 

              他      吃       饭     ZHE2    SFP 

    ‘彼はご飯を食べている。’ 
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  自主性対立を失った方言のアスペクト：ZHE2偏重型 
 

                                   モーダル句 

 

                                  アスペクト句                     モーダル       

 

                     動詞句                      進行/持続 

                                                                        

     V-存在                       名詞句 

 

 

 

 ZHE混用型： 

     ZHE1とZHE2が自主性対立を失っているため、アスペクト機能において混用
現象が見られる。 
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ZHE2  

ZHE1  

 蒲県方言       
(20) a.  ta51  xa33 kai51  *-ti/-t    me13 li.   

             他    家    开       ZHE1  门     SFP 

        ‘彼の家はドアが開いている。’ 

        b.  ta51  xa33  xa13  t‘33  təi51  -t     *(li)  注意喚起 

             他    家    还      着        灯   ZHE2  SFP 

    ‘彼の家はまだ電気がついている。’ 
 

(21) a.  ta11  (tŋ33)  t‘51  *-ti /-t    f33  li. 

             他      正         吃          ZHE1      饭    SFP 

    b.  ta11  (tŋ33)   t‘51   f33    -t       li  注意喚起 

             他        正        吃      饭     ZHE2  SFP 

       ‘彼はご飯を食べている。’ 

 

 聞喜方言       
(22) a.  ta  tsŋ   ts    (-tsiε)    fan  (li).   

            他  正      吃    ZHE1   饭  SFP 
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         b. ta  tsŋ    ts   fan   (-tsiε)    (li).     注意喚起 

             他   正      吃   饭     ZHE2  SFP 

    ‘彼はご飯を食べている。’ 

(23)  a. ta    u     tian     (-tsiε)      tei     (mə). 

             他  屋     点      ZHE1     灯    SFP  

       b. ta    u    tian   tei    -tsiε. 

         他   屋   点     灯  ZHE2 

       ‘彼の家は電気がついている。’      

 

 万栄方言       
(24) a. na21 tɕia21   k21  -t   mn-24  (li)  

            他       家      开       ZHE1   门儿      SFP 

    b. na21 tɕia21   k21 mn-24    -t     *(li)     注意喚起  

            他        家    开       门儿        ZHE2   SFP 

    ‘彼の家はドアが開いている。’ 
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(25) a. na21 tn24 t21  -t    fan53    (li)  

            他    正       吃      ZHE1    饭   SFP 

    b. na21 tn24 t21  fan53  -t        li      注意喚起  

            他     正      吃      饭      ZHE2   SFP 

     ‘彼はご飯を食べている。’ 

 

 運城方言 
(26) a.  y33   li  xa13   sai33    -t   i31  fu.  

        院子 里 还      晒      ZHE1  衣   服 

    b. y33   li   xa13   sai33    i31 fu     -t      l.  注意喚起 

        院子 里  还      晒      衣  服    ZHE2  SFP       

       ‘庭にはまだ服が干してある。’ 

(27) a.  ta53    t31      -t        f33     l. 

          他   吃        ZHE1     饭      SFP 

    b. ta53    ts’ai33  t31    f33    -t     l.   注意喚起 

        他      在      吃   饭      ZHE2  SFP 

        ‘彼はご飯を食べている。’               
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  自主性対立を失った方言のアスペクト：混用型 
       

                                 モーダル句 

 

                                           アスペクト句                   モーダル       

 

                           動詞句                     進行/持続 

                                                                        

        V-進行/持続                名詞句 
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ZHE2  

ZHE1  

根拠4：ZHEの混用によるモーダル機能
の誕生 

 モーダル機能の誕生条件 
     自主性対立の消失は、ZHE1とZHE2のアスペクト上の混用を招く。その混用
を避けるために、ZHE2の新機能が生まれると考えられる。 

 ZHE1とZHE2の間にアスペクト上の混用がある場合、ZHE2にモーダル
機能が観察されるが、逆に、ZHE1とZHE2の間にアスペクト上の混用が
ない場合、ZHE2にはモーダル機能が観察されない。 

 

  平遥方言(20歳前後のインフォーマント)： 
     ZHE1とZHE2はアスペクト上の混用が見られるが、ZHE2文には注意喚起の
意味が含まれる。 

(28)  a.  u23 tia13 (t35) t32   -ti54     xuaŋ35 li23  

               兀     家    正      吃      ZHE1     饭       SFP 

  ‘彼はご飯を食べている。’ 

  24 
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         b.  u23 tia13 ti54 xuɤ13 ts23 tsu54 tɤŋ13    -ti54  *(li23) 注意喚起 

              兀      家     的      房      子      着        灯      ZHE2     SFP 

  ‘彼の家は電気がついている。’         

 

 蒲県方言におけるZHE2のモーダル機能  

     ZHE1とZHE2はアスペクト範疇において混用現象が見られる(Cf.(20)-(21))。
したがって、ZHE2にはモーダル機能がある。蒲県方言のZHE2には<仮定>
の意味があるが、<確認>の意味はない。 

 

(29)  a.   i55  iu55 s11    -t,        t‘iu21 lei24. 

     你     有    事     ZHE2      就       来 

  ‘君は用事があったら、来てください。’ 

         b. *t24 tie21 ua24   tiε21  xua53    -t        li.       

               这     个      娃      听     话      ZHE2   SFP 

  ‘この子はおとなしいよ。’ 

25 

 趙城方言におけるZHE2のモーダル機能 

      ZHE1とZHE2の間にアスペクト上の混用現象が見られる(Cf.(3)-(4))。一方
、ZHE2にモーダル機能が観察される。趙城方言のZHE2は<確認>の意味
があるが、<仮定>の意味はない。 

 

(30)  a.  ta11  y33 i33  ŋuo11   -t     *(li)  (程度が高い) 

              他    愿意       我      ZHE2   SFP 

    ‘彼はあたしのことが大好きみたい。’ 

         b. iou11  s-r33   (*-t),  i11    tiou33  lei13. 

           有     事儿     ZHE2   你      就         来 

   ‘君は用事があったら、来てください。’ 

 

 聞喜方言におけるZHE2のモーダル機能       

     ZHE1とZHE2はアスペクト上の混用が見られる(Cf.(22)-(23))。一方、ZHE2

にモーダル機能を持っている。趙城方言と同様、<確認>の意味はあるが、
<仮定>の意味はない。 
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(31)  a. tsə  wa    kə   tiε  fiε    -tsiε      liε.  (程度が高い) 

             这   娃    可   听  说    ZHE2  SFP 

        ‘この子はかなりおとなしいよ。’ 

     b. iu  s    (*-tsiε),     tiu   ta  tian  xua. 

             有  事   ZHE2，   就   打  电    话 

     ‘君は用事があったら、電話をかけてきてね。’ 

 

 万栄方言におけるZHE2のモーダル機能  

     ZHE1とZHE2はアスペクト上の混用がある(Cf.(24)-(25))。一方、ZHE2にモ
ーダル機能がある。万栄方言のZHE2に<確認>の意味があるが、<仮定>
の意味はない。 

(32)  a.  ta11  y33 i33  ŋuo11  -t     *(li)  (程度が低い) 

             他    愿意       我      ZHE2   SFP 

    ‘彼はあたしのことがまあまあ好きだ。’ 

        b.  iou11  s-r33     (*-t),   i11 tiou33 lei13. 

          有      事儿      ZHE2   你      就      来 

    ‘君は用事があったら、来てください。’ 
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 運城方言におけるZHE2のモーダル機能 

    ZHE1とZHE2はアスペクト上の混用現象がある。Cf.(26)-(27)。一方、ZHE2

にもモーダル機能が含まれる。運城方言のZHE2は、<仮定>と<確認>の意
味を両方持っている。 

 

(33)  iou53  s33     -t,       i53   t’iu33  li13.  <仮定> 

          有     事     ZHE2 ，你       就       来 

   ‘君は用事があったら、来てください。’ 

 

(34) a. t’a53 ŋ33 i53 mo? 

            他   爱    你   么 

      ‘彼は君を愛している？’ 

        b. ŋ33 (ŋuo53)     -t       l.   <確認(程度が低い)> 

            爱     我          ZHE2   SFP 

    ‘まあ、愛している。’  
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 ZHE1とZHE2の間にアスペクト上の混用現象が観察されない方言では、
ZHE2のモーダル機能も見られない。 

 

 武郷方言におけるZHE2のモーダル機能 
     ZHE1とZHE2の間にアスペクト上の混用が見られず(Cf. (14)-(15))、従って

ZHE2にもモーダル機能が見られない。 

 

(35) a. nz213  i55   iu213  s55 t’iaŋ  (*-t ),  tsu55 l33 iaŋ33   v213 l33. 

            你       要     有        事情         ZHE2    就      来    寻       我    来 

     ‘君は用事があったら、ぼくのところに来てください。’ 

         b. ts3  k   x33-t     k’42  t’iaŋ213  su3    (*-t)      l.  

        这      个    孩    子    可         听        说        ZHE2    SFP 

     ‘この子はかなりおとなしいよ。’ 
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 平遥方言におけるモーダル機能 
      ZHE1とZHE2の間にアスペクト上の混用現象が見られない(Cf. (1)-(2))、従
って、ZHE2にはモーダル機能が含まれない。 

 

(36) a. *taŋ13 sa13   t35   tia35 u23  tia13  -ti54    li23.   

   张      三      待      见       兀      家       ZHE2    SFP 

       b.  taŋ13 sa13      k’i53 t35 tia35 u23    tia13  li23.  

  张      三     可     待    见         兀        家      SFP 

  ‘張三は彼女のことがかなり好きだよ。’ 

 

 霍州方言におけるモーダル機能 

     霍州方言のZHE1とZHE2はアスペクト上の対立を失っているが、両者の間
に混用が見られないため(cf.(18)-(19))、霍州方言のZHE2にもモーダル機
能がない。 

 

(37) a.  *i33    iəu33    sɿ53      -t       ʨ‘iəu53     lei35.  

              你     有      事     ZHE2    就          来 
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   b.   i33    iəu33    sɿ53       lu       ʨ‘iəu53     lei35.  

              你     有      事      了        就          来 

     ‘君は用事があったら、来てください。’ 

(38)  a.  *t‘33  yaŋ53   i55    ŋu33    -t       lie. 

          他     愿     意     我     ZHE2  SFP 

         b.  t‘33 k‘ei53 yaŋ53   i55    ŋu33      (?-t)        lie.  

              他     可      愿    意     我        ZHE2     SFP 

               ‘彼はあたしのことがかなり好きだよ。’ 

 
 ZHE2のモーダル機能獲得 

       モーダル句 

 

                                    アスペクト句                    モーダル       

                 (      )-α 

                      動詞句                    持続/進行 

           ZHE2 

      V-持続/進行               名詞句  

         ZHE1 31 

根拠5：新機能の確立による旧機能の
喪失 

 北京語のZHE2はZHE1との混用を避けるために、アスペクト機能を放棄
し、モーダル機能に特化するようになっている。北京語におけるZHE2の
モーダル機能は<確認>である。 

 

(39) a.     ta55  t51  t55    -t      fan51    n.      

               他      正       吃      ZHE1    饭       SFP 

     b.  *ta55  t51  t55      fan51   -t        n.      

               他      正       吃         饭      ZHE2   SFP 

      ‘彼はご飯を食べている。’ 
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(40) a.     ta55  tia55   tin214     -t       t55   n.   

           他     家       点         ZHE1     灯     SFP 

        b.  *ta55  tia55   tin214    t55     -t       n.   

           他     家       点          灯      ZHE2  SFP 

      ‘彼の家はまだ電気がついている。’ 

 

(41)  a.  t51  xai35  ts   ti55 xua51    -t      n.  

              这       孩     子    听    话      ZHE2  SFP  

  ‘この子はおとなしいよ。’ 

     b.  uo214   pu35  ia51  ta55 mn ,  mei35  tia51 ts,   ai51  tiau55   -t      n.      

              我        不     像      他们           没       架    子    爱     教        ZHE2  SFP 

  ‘ぼくは彼らと違って、プライドがなく、教えるのが大好きだ。’ 

         (王朔:过把瘾死） 

(42)  *uo214   51   i214     -t          uo214   tiu51  tsou214. 

           我      是      你       ZHE2       我        就       走 

     ‘ぼくが君だったとしたら、帰るよ。’ 

 33 

 ZHE2のアスペクト機能消失 

       モーダル句 

 

                                    アスペクト句                    モーダル       

                ZHE2-n 

                      動詞句                    進行/持続 

            ( × ) 

      V-持続/進行                名詞句         

        ZHE1 

         

34 

結論 

 文法化過程におけるZHE1とZHE2の分岐と合流      

 移動動詞[自主对立]：  ZHE1(theme (goal)) <対象物付着> 

   ↓     ZHE2(agent (goal))  <動作者付着> 

 空間範疇[自主对立]： V-ZHE1(存在)       <対象付着の結果> 

       ↓  V-ZHE2(方向)      <動作者付着の結果>  

 アスペクト範疇[自主对立]：V-ZHE1(持続)      <状態付着> 

   ↓  VP-ZHE2(進行)      <動作付着> 

 新機能誕生[自主对立]：   V-ZHE1(持続・進行)      <ZHE2と混用> 

   ↓             VP-ZHE2(持続・進行)   <ZHE1と混用> 

     VP-ZHE2(確認・仮定)    <モーダル> 

 旧機能消失[自主对立]： V-ZHE1(持続・進行)      <アスペクト> 

     VP-ZHE2(持続・進行)   <アスペクト混用> 

     VP-ZHE2(確認)       <モーダル> 
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 ご来聴ありがとうございました。 

 Thank you very much! 
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